
委員からの主な意見・質問 事務局の回答
計画（案）の

該当ページ

1
前回の審議会でも意見したが、身体・知的・精神に分けず、また、障害
のあるなしで分けず、障害について理解を進めるサロン等の場が必要で
ある。

障害についての理解促進、周知啓発は重要です。取り組んでいる事業も
あり、周知に力をいれ、すこしづつ広めてまいります。

障害者計画
P３３、３６、５８

障害福祉計画
P１３、３５、３６

2
障害特性により、どうしても生活介護に不足が生じる。それぞれの障害
特性に応じた選択できるよう、事業者への支援をお願いする。

施設整備に対しては、国や県とともに市としても補助金を交付して支援
してまいります。

障害者計画
P３３、４８
障害福祉計画

P１２、２１、３１

3
計画全般において、誰でも見やすく、読みやすいように、文字の大き
さ、字体、カラーなどを整えていただきたい。表紙のデザインにも期待
している。

字体等、体裁を整えさせていただきました。
また、表紙のデザインにつきましては、滋賀県の障がいのある人を対象
に実施されている、展覧会である「ぴかっtoアート展」から選定させて
いただく予定であり、「ぴかっtoアート展」の事務局と調整中です。

障害者計画
障害福祉計画
（全般）

4
障害特性に応じた支援、特に強度行動障害について考えていく必要があ
る。

強度行動障害については、国の指針にも記載されており、本市において
も支援ニーズを把握し、支援体制の整備を進めてまいります。

障害者計画
P４１，４８、５８

障害福祉計画
P１３

5
食事提供がずさんであった施設について報道で知った。障害のある人は
言えない、言いにくいこともある。医療拒否もあるのではないだろう
か。

虐待防止の推進は重要である。障害についても理解促進も含め、周知啓
発に努めてまいります。

障害者計画
P３３，３７、４２

障害福祉計画
P１８

6
施設職員の研修も重要である。主体的に学習し、レベルアップをしてい
く必要がある。

施設職員の受講支援を行っているところであり、活用してもらいたいと
考えています。また、圏域等で行っている研修の案内等も進めていきた
いと考えています。

障害者計画
P４８

障害福祉計画
P３３，３５

7
施設が閉鎖的にならないよう、市職員は積極的に施設を訪問してもらい
たい。

今後も引き続き事業所を訪問し、意見交換を行っていきたいと考えてい
ます。

障害者計画
P４８

8
障害福祉計画において、精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム
の構築に関する記述が少ない。

計画全般について見直しを行い、必要な記述は追記してまいります。

障害者計画
P３３、３９
障害福祉計画
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